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＜考察＞
・可視化された情報のどこに着目しているのか。
→他者参照等、生徒自身が主体的に取り組

むことができるようになったことはもちろん重要
であるが、ここでは“伴走者としての教師の
関わり”に大きな変化をもたらしたことに着目
したい。
生徒が主体となった授業ｽﾀｲﾙを確立するこ
とで、教師は個々の生徒の活動をよりつぶ
さに観察できるようになった。これによって、
顕在化できた“個々の生徒のつまずき”や
“個々の生徒の読み方や考え方、解釈の
違い”こそ、共有の価値が高い。
それぞれのｸﾞﾙｰﾌﾟの解答に加え、”つまずき
“から教師が得た「アドバイスや”つまずき“・
”解釈の違い“等」をｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄに一元管
理することで、生徒同士の対話や協働をよ
り充実させる環境を整えることができたと
考える。

・個々の児童生徒にどのように指導するのか
 （介入するﾀｲﾐﾝｸﾞ等）や次時の指導の改
  善にどのように活かしたか。
→班内での活動が行き詰った場合には、他の
班や教師にｱﾄﾞﾊﾞｲｽをもらいにいく、ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞ
ｼｰﾄ上にある「ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ～」（上述：机間巡
視中を経て適宜入力）を参照する等指導。
さらに支援が必要な場合には個別に対応。

★学びを深める・広げるための
補助資料を紹介

・著者関連の動画サイトリンク
・テーマ関連の動画サイトリンク
・書籍資料案内など

★問を配信

★Google
Classroomにて、
授業に関わるデータ
を一括配信・共有。

★授業目標を配信
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班での活動が上手くいかなくなってしまった時で
も、他班の答えや考え方を見聞きし、改めて考え直すこ
とで“新たな視点”で問いにｱﾌﾟﾛｰﾁできる。

※机間巡視を通じて得
られた、思考の手助けと
なる「ｱﾄﾞﾊﾞｲｽや“つまず
き”・“解釈の違い”」等
を教師が入力。

※各班で解答を入力。
他者参照を容易に。
班ごとの解答は徐々に収
斂される傾向にあるが、
生徒はただ他班の解答
を写しているわけではな
く、むしろそれを素材に、
活発に議論していた。

※教師に対し、ﾀﾌﾞﾚｯﾄを
使ったﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝで、
自分たちの解答のﾌﾟﾛｾｽ
を説明する準備中。

※他班に解答の
根拠を尋ねに。

※本文への書き込みを
データ共有する姿も。

※机間巡視では、
答えを教えて回る
のではなく、思考の
補助や他者との会
話の糸口を作る等、
コーチングを徹底。

★Google ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄにて、各班の解答をﾘｱﾙﾀ
ｲﾑで共有。解答の入力に加え、教師に解答のﾌﾟ
ﾛｾｽを説明できるよう、それぞれが準備をする。

個々のﾀﾌﾞﾚｯﾄでの参照だけでなく、電子黒板にも提示し、
こちらでも生徒・教師が進捗確認等できるように。

※生徒の優れた
“気づき“も共有。

生徒の
感想


